
 

 

 余寒の候、保護者の皆様にはますますご清祥のこととお喜び申し上げます。平素より本校教

育に対しまして、多大なご支援とご協力をいただき深く感謝申し上げます。 

 さて、昨年に実施いたしました「教育アンケート」につきましては、お忙しい中、保護者の

方々にご協力をいただき誠にありがとうございました。つきましては、次のようにアンケート

のまとめができましたので、ご報告いたします。このアンケートの結果は、全教職員で共有し、

検討・協議をいたしまして、来年度の本校教育の充実に努めてまいりたいと考えておりますの

で、今後ともよろしくお願いいたします。 

 

《まとめ》アンケートでは、学年や項目によって経年変化や変化の度合は違っていますが、ほと

んどの項目で大きな変化はありませんでした。ただ全体では、項目１「楽しく学校に行ってい

る」や項目２「あいさつをよくする」をはじめ、項目３「ボランティア」項目４「思いやり」

項目５「交通ルールや安全な生活」で前年より高い結果となりました。「あいさつ」については、

校内研究でもあるＰＢＩＳ（ポジティブ行動支援）の取組による生徒会の積極的な活動が浸透

しているのではと思われました。また、例年課題となっていた項目９「将来の夢や希望をもち

目標に向けて努力している」については、全体では半数でしたが昨年度より上りました。これ

も学校全体で取り組んでいるＰＢＩＳの一つの成果ともうかがえました。ただ、項目後半の「施

設･設備の環境整備」「積極的な情報発信」「ＰＴＡ活動」については、前年を下回り学校として

はそうした課題を、学校評議員や教職員による反省や課題もふまえた学校評価とし、来年度の

里庄中学校の教育方針、重点目標として取り組んでいきたいと考えています。 

 

令和元年度「教育アンケート」経年比較 全体 
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学校は、ＰＴＡ活動や地域の諸活動に対して協力的だと思われますか。

学校は、各種の便り等を通して、積極的に情報発信を行っていると思われますか。

学校は、施設・設備の面で環境整備を行っていると思われますか。

学級や学校は、安心して学習できる落ち着いた環境になっていると思われますか。

先生は、お子さんのよい行動を褒めて認めてくれていると思われますか。

学校は、お子さんのことについて相談しやすいと思われますか。

お子さんは、将来の夢や希望をもち、目標に向けて努力していると思われますか。

お子さんは、家庭学習（宿題を含む）の習慣が身についていると思われますか。

先生は、授業づくりの工夫・改善に取り組んでいると思われますか。

お子さんは、授業内容が理解できていると思われますか。

お子さんは、交通ル－ルを守り、安全な生活に心がけていると思われますか。

お子さんに「思いやりの心」が育っていると感じますか。

お子さんは、進んでボランティア活動をしていると思われますか。

お子さんは、よくあいさつをしていると思われますか。

お子さんは、楽しく学校へ行っていると思われますか。
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令和元年度「教育アンケート」経年比較 ３年生 

 

令和元年度「教育アンケート」経年比較 ２年生 

 

令和元年度「教育アンケート」前年比較 １年生 

 

アンケートに寄せられました保護者の皆様の教育活動についてのご意見やご感想につきまし

ては、『里中ホームページ』に回答を掲載させていただいております。全てのご意見やご感想に

お答えはできませんでしたが、複数寄せられたものにつきましては、回答させていただいてお

ります。なお、掲載は 2月いっぱいまでですので、ご了承ください。 
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学校は、ＰＴＡ活動や地域の諸活動に対して協力…

学校は、各種の便り等を通して、積極的に情報発…

学校は、施設・設備の面で環境整備を行っている…

学級や学校は、安心して学習できる落ち着いた環…

先生は、お子さんのよい行動を褒めて認めてくれ…

学校は、お子さんのことについて相談しやすいと…

お子さんは、将来の夢や希望をもち、目標に向け…

お子さんは、家庭学習（宿題を含む）の習慣が身…

先生は、授業づくりの工夫・改善に取り組んでい…

お子さんは、授業内容が理解できていると思われ…

お子さんは、交通ル－ルを守り、安全な生活に心…

お子さんに「思いやりの心」が育っていると感じ…

お子さんは、進んでボランティア活動をしている…

お子さんは、よくあいさつをしていると思われま…

お子さんは、楽しく学校へ行っていると思われま…
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ト結果・２年生

そう思う･だい

たいそう思う
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結果・３年生

そう思う･だい

たいそう思う

0 20 40 60 80 100

学校は、ＰＴＡ活動や地域の諸活動に対して協力…

学校は、各種の便り等を通して、積極的に情報発…

学校は、施設・設備の面で環境整備を行っている…

学級や学校は、安心して学習できる落ち着いた環…

先生は、お子さんのよい行動を褒めて認めてくれ…

学校は、お子さんのことについて相談しやすいと…

お子さんは、将来の夢や希望をもち、目標に向け…

お子さんは、家庭学習（宿題を含む）の習慣が身…

先生は、授業づくりの工夫・改善に取り組んでい…

お子さんは、授業内容が理解できていると思われ…

お子さんは、交通ル－ルを守り、安全な生活に心…

お子さんに「思いやりの心」が育っていると感じ…

お子さんは、進んでボランティア活動をしている…

お子さんは、よくあいさつをしていると思われま…

お子さんは、楽しく学校へ行っていると思われま…

Ｈ３０アンケー

ト結果・1年生

そう思う･だいた

いそう思う

R元アンケート結

果・２年生

そう思う･だいた

いそう思う
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学校は、ＰＴＡ活動や地域の諸活動に対して協力…

学校は、各種の便り等を通して、積極的に情報発…

学校は、施設・設備の面で環境整備を行っている…

学級や学校は、安心して学習できる落ち着いた環…

先生は、お子さんのよい行動を褒めて認めてくれ…

学校は、お子さんのことについて相談しやすいと…

お子さんは、将来の夢や希望をもち、目標に向け…

お子さんは、家庭学習（宿題を含む）の習慣が身…

先生は、授業づくりの工夫・改善に取り組んでい…

お子さんは、授業内容が理解できていると思われ…

お子さんは、交通ル－ルを守り、安全な生活に心…

お子さんに「思いやりの心」が育っていると感じ…

お子さんは、進んでボランティア活動をしている…

お子さんは、よくあいさつをしていると思われま…

お子さんは、楽しく学校へ行っていると思われま…
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結果・1年生

そう思う･だいた

いそう思う
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Ｒ元「教育アンケート」記述欄への回答 

◇部活動について 

部活動については、数年前から部活動数の適正化を図っています。昨年度末には、部活動設

置規程を定め、文部科学省や県、町からの部活動に関する指針をふまえた部活動活動方針を示

して、部活動数や活動日数、時間について適正化に向けて取り組んでいます。部活動の社会体

育化への移行も視野に入れ学校部活動も様々な面で変わろうとしています。どうかご理解とご

協力をよろしくお願いいたします。 

◇体育会について 

体育会につきましては、学校行事として、また授業の一環として取り組んでいます。競技種

目や練習計画、当日の日程等については、毎年前年度の反省や課題を検討しながら計画実施し

ていますが、今までになかった酷暑への対応もあり、活動内容や競技時間の縮減などやむを得

ないものもあります。そうした中でも、できるだけ子どもたち一人ひとりが有用感をもち集団

としての達成感がもてるよう、様々なご意見も参考に、今後も取り組んでいきたいと考えてい

ます。 

◇教科書等の荷物について 

昨年から、教科書の大型化にともなう生徒の荷物の軽量化が問題となっています。里中では

以前から学校に置いていい教科書や資料集、学習用具というのを年度当初に、また、学期途中

必要に応じて連絡していますが、さらにカバン、荷物の軽減の方法を検討していきたいと考え

ています。ただ、不必要に大きな筆箱や数個にわたる文房具類を見かけることもあります。文

部科学省からの「重すぎるランドセル」に対する通知を参考に、今後も日常的な教材や学習用

具、学期初め学期末等における教材や学習用具、携行品の分量の軽減化を考えていきたいと思

っておりますが、各ご家庭でも今一度持ち物につきましては、ご確認とご協力をお願い致しま

す。 

◇学習（学校・家庭）◇授業 について 

学習の取組については、里中では毎日記録している『生活記録ノート』を一昨年改訂し、宿

題や帰宅後のスケジュールを書き込む欄を作り、計画的に見通しをもった家庭学習ができるよ

うに取り組んでいます。今後も、『生活記録ノート』の活用や週末課題、連休課題一覧などの取

組を充実させていきたいと考えていますが、やはり家庭学習につきましては、各ご家庭のご理

解が重要です。どうか本校の取組にご協力とご支援をよろしくお願いいたします。 

日々の授業では、「分かった・できた」を体験できる授業づくりを大切に、基礎･基本を大切

に「めあて」の提示や「まとめ」「振り返り」といった活動を岡山県の示す「授業５（ファイブ）」

を意識して行っています。また、十年に一度の学習指導要領の改訂に伴う、「主体的、対話的で

深い学び」になるような学習活動を行うために、ＩＣＴの活用やアクティブラーニングといっ

た手法を取り入れ、ペア学習やグループ学習といった活動を多く取り入れた授業が増えていま

すが、落ち着いた中で様々な活動ができるようメリハリのある授業を心がけています。その他

には、各先生方に公開授業を年一回行ってもらい、お互いに授業参観を繰り返したり授業研究

をしたり、日々の授業にも参加して子どもたちの学習の様子や授業の様子を見ています。気に

なることやお尋ねなどありましたら気軽にご相談ください。 

◇働き方改革について 

昨年度から音声対応電話（留守番電話）を設置するなど、学校現場でも「働き方改革」への

取組が急速に進められ、保護者の皆様からは取組に対してご理解とご支援の声を多く聞くこと

ができ、たいへん嬉しく心強く思っております。ただ、教職員の働き方につきましては、喫緊

の課題である勤務時間の縮減に向けた教育活動の変化を伴う取組がまだまだなされていくと思

われます。それは今までにない取組や勤務形態で行われることが予想され、そのことにともな

った様々な心配や不安、戸惑いが生じていくことも当然のことながら予想されています。そう

した意味でも、子どもたちをはじめ保護者の皆様、地域の方々と学校がお互いに理解したうえ



で協力し合って里中の伝統とその継続を図っていかなければと思っています。 

◇施設・設備について 

校舎内外の施設･設備につきましては、毎年必要な備品や消耗品、修繕箇所等を予算請求して

環境整備に努めています。予算のあることですので、要望した全てが叶うわけではありません

が、計画的に行っています。一昨年に全教室に備えられた空調もそうした設備です。（一昨年度

に掲載された、里中ホームページ「事務だより」で学校予算や執行についてご覧になった方も

多いと思います。）老朽化に伴い傷んだり気になる箇所が新たに見つかったりすることも多く、

その都度安全面や使用頻度、子どもたちの学習や生活への影響度を考えて対処していますが、

すぐに対応できないこともあるのが現状で応急の処置を施している場合もあります。ただ、生

徒たちを取り巻く学習、生活環境が落ち着いた安全で安心な空間になるよう意識して整備を怠

らないようにと考えています。 

◇いじめ、人権意識  ◇校則・生徒指導 について 

生徒たちを取り巻く学習や生活環境が落ち着いた安全で安心な空間になるよう、日頃からか

らかいや冷やかし、ＳＮＳによる誹謗中傷といったいじめにつながることへの未然防止や早期

発見、早期対応をはじめ、いじめ防止対策(里庄中のホームページに掲載)に則ったアンケート

や生徒の手による学級や生徒集会での活動で強くしなやかなこころづくり、内面づくりを行っ

ています。また、思いやりやお互いの人権を尊重し合える環境整備については、道徳や学級活

動はもとより、生活や授業の中での言語環境の整備、掃除などを通じて行う環境美化への配慮

やボランティア活動への取組を通して、常に意識して心の面の整備を怠らないようにと考えて

行っています。 

また、「ブラック校則」と言われ何かと近年話題の校則ですが、里庄中学校にも様々な学校の決

まり、校則があります。「重すぎるカバン・荷物」も「自転車通学許可」も、言えば校則に関わるもの

です。その一つひとつについては、毎年そのつど検討し見直して改善の必要なものについては

様々なことを考慮しながら行っています。生徒たちの声をはじめ、保護者の方々や地域の方々の

声、教職員の声をしっかりと受けとめ、「なぜその校則やルール、マナーが必要なのか」をお互い

にしっかりと考えながら、今後も見直しの必要なものや見直せるものについては、検討改善してい

きたいと思っております。 

○自転車通 許可 区域について 

一昨年度に自転車通学区域については、再確認をして提示させてもらっています。自転車置き

場の数や学校からの距離をもとに区域を規定していますが、地区によっては、同一地区内で徒歩

通学と自転車通学が混在する地区もあります。また、通学路の経路によっては、距離の長短が逆

転するといったものもあります。現在、交通担当の方で地区毎の自転車通学生徒数の調査と駐輪

場の残りスペース、仮設駐輪場設置でどの程度自転車通学増が可能か検討を進めています。た

だ、まずは安全で危険のない登下校を、またその交通手段としての自転車通学許可を第一義に

と考えています。自転車通学生が増えても、交通安全が徹底できずに危険な状況が増えてしまっ

ては意味がありません。より安心で安全な登下校のための取組にしていきたいと思います。 

 

以上簡単ですが、保護者の皆様からアンケートに寄せられました教育活動についてのご意見

ご感想への回答とさせていただきます。全てのご意見やご感想にお答えすることはできません

が、複数寄せられたものについてだけ、回答させていただきました。ご了承ください。 

 

 

 

 

 

 

 


